
研究開発のプロセスで性差が考慮されないと、
社会実装の段階で不適切な影響を及ぼすおそれがある――
現在、体格や身体の構造と機能の違いなど、性差を適切に考慮した
研究・技術開発の実施が求められています。

本研修では、性差を考慮した研究開発の実施にあたり参考となる
海外の資金配分機関や著名な論文誌の取組、性差に基づいた
知的創造や技術革新（ジェンダードイノベーション）等について紹介します。

＜AMED-関連HP＞
https://www.amed.go.jp/program/list/18/01/seisakenkyu.html
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